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表紙 壁画 『創造の広場』 1991年猪熊弦一郎

縦 1150cm
,

§

 

, lしi

望ード 片1'.:J上↑
J I 、••一
＇コ， i

- 9位嘩`が袋 ，ti• (I 万~

撮影フォトス高橋章

横 2157cm

材質大理石（ギリシア産）

御影石（岐阜 ・美濃産）

『壁画の主題になっている馬は、人間をはじめとする生き物の代表として描いたものです。壁画のあるゲート プラザには、

壁画のほかに彫刻類もあり 、この広場に立ったとき、空間の広さと美しさを感じ、それぞれの人に新たな創造の意欲がわき

出るような広場にしたかったのです』 猪熊弦一郎



美術館設立に寄せて

『私が少年時代を過ごした、想い出深い丸亀の地に

この美術館が建てられた事を大変嬉 しく思います。

現代美術を専門に展示する美術館は、全国的にもユ

ニークであり、丸亀市民の皆様の力で建設されたこ

の美術館に よって、まち全体が文化的な環境になっ

て行くことを期待しています』

猪熊弦一郎

cFrancis Ha紅



凡例

カタログを刊行していない展魏会に

ついては、作品リストを掲載した。

作品リストを掲載していない展魏会

については、「刊行物一買」 (52頁

～） にあるカタログを参照のこと。

猪熊弦一郎の作品所蔵者は、特に記

していない場合は当館である。
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I 沿革

1987年 （昭和62年）10月 丸亀市が市制90周年事業として猪熊弦一郎美術館の建設を発表

1988年 （昭和63年）1月 美術館建設懇談会設置

7月 美術館建設懇談会、市長に意見書提出

8月 美術館建設基本構想策定

9月 美術館基本設計委託

9月 丸亀駅前地下駐車場建設工事着工

11月 美術館準備室設置

1989年 （平成元年）2月 美術館基本設計完了

3月 美術館実施設計委託

5月 美術館基本設計変更案決定

9月 美術館実施設計完了

11月 美術館建設工事着工

12月 美術館建設工事起工式

12月 猪熊弦一郎から丸亀市へく夜＞＜猫に寄せる歌＞

< Two Shores A ~等 、 第一回分として作品1000点 を寄贈

1990年 （平成2年）3月 丸亀駅前地下駐車場建設工事竣工

1991年 （平成3年）3月 ］ R丸亀駅南口広場の整備工事完成

3月 定礎式と壁画「創造の広場」除幕式

3月 猪熊弦一郎に名誉市民証授与される（丸亀市第1号）

6月 美術館建設工事竣工

9月 丸亀市美術館条例制定

10月 美術館の愛称が「MIMOCA」に決定

11月 落成式

11月 一般公開(23日）

1992年 （平成4年）3月 入館者 5万人達成(28日）

5月 猪熊弦一郎から丸亀市長とのかねてからの約束に

基づき所有する作品等を市に寄贈する主旨の文書提出

10月 入館者10万人達成(9日）

12月 第26回サイン・デザイン賞受賞

1993年 （平成5年）4月 財団法人ミモカ美術振輿財団設立

5月 猪熊弦一郎、東京にて死去(17日、満90歳）

9月 第34回建築業協会賞受賞

1994年 （平成6年）5月 第7回村野藤吾賞受賞

8月 入館者30万人達成(4日）

1995年 （平成7年）4月 ミモカフ レンド発足

1996年 （平成8年）4月 第5回公共建築賞（主催：社団法人・公共建築協会）、特別賞受賞(3日）

5月 休館日改定（月曜日休館を廃止し、元旦より開館へ）

料金体系改定（大学生料金を一般料金と分離し、高校生以下無料に）

開館時間変更（午前10時から午後 6時まで）

5月 入館者50万人突破(15日）

9月 ホームページ開設(5日）

1997年 （平成9年）7月 美術館南北の市道の愛称を「美術館通り」、「いのくま通り」と設定

1998年 （平成10年）11月 建設省設立50周年記念「公共建築百選」に選出

2000年 （平成12年）9月 入館者100万人突破(26日）

2001年 （平成13年）11月 香川県教育文化功労者受賞(1日）

2001年 （平成13年）11月 開館10周年を迎える (23日）

2003年 （平成15年）11月 生誕100周年記念猪熊弦一郎回顧展開催(23日）

2006年 （平成18年）4月 財団法人ミモカ美術振興財団が、本館の指定管理者となる

2011年 （平成23年）2月 公益財団法人ミモカ美術振興財団が発足(1日）
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II 
屈覧会事業

•1 
・1 特別展

103 色彩の詩人一脇川利
会 期 2009年 4月11日（土）～ 6月28日（日）

会 場 1階エントランス、 3階展示室c

主 催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振興財団、

読売新聞大阪本社、美術館連絡協議会

協 賛 ライオン、清水建設、大日本印刷

協 力脇田美術館

巡回先 呉市立美術館、川越市立美術館

脇田和 (1908-2005) の若き留学期から最晩年の作品ま

で、版画、デッサン、スケ ッチブック を含む67点を展示し、

80年にも及ぶ画業において絵画に対する飽くなき探究を続

けた脇田芸術の奥深い魅力を知る展覧会とした。

脇田の原点を示すものとして、現存する数少ない初期の作

ロロを出品、そのものの完成度の高さを示しつつ、晩年の色

彩、形態における自由な発展を支える基礎の存在を示唆し

た。また中期の作品では絵画制作のうえで取り組んださま

ざまな試みを示し、晩年の作品では、最大限に発揮された

脇田絵画の魅力を存分に紹介した。

子どもや鳥、花といった身近な世界を描いていること、

隅々まで意識が行きわたり、見るほどに新しい発見がある

こと、また絵画を制作する追求する厳しい姿勢を持ちなが

ら、どの作品にも通低する温かさがあることなどから、

口々に感想を述べながら時間をかけて鑑賞する来館者の姿

が多く見受けられる展覧会となった。

制作物 子ども向けリーフレッ ト

「モーゼルワインのタベ」リーフレ ット

脇詩色 2(1(J!）914111111911 1、II」8119|l9

田人彩
和 の

K 99, 99 II 99’’’’’99 /’‘•9 、"＇1、 99 ・
k位1,Jl,広d ，屯1111ヽI出船

＾ 

入場者数 8,1150人
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104 ダブル・ファンタジー：韓国現代美術辰
会 期 2009年7月12日（日）～10月12日（月 ・祝）

会 場 1階エントランス、 3階展示室c

主 催 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振興財団

後 援 駐大阪韓国文化院、香川県、社団法人香川県観光協会

助 成 財団法人地域創造

協 力 アシアナ航空

企 画 ナン ジョ ウアンドアソ シエイツ

韓国の現代美術は、独自の文化、伝統にもとづいた美意

識や、歴史を背景に、さらに近年は情報化社会や、美術を

取り巻く環境の推移なども反映しながら、目覚ましく変化

を遂げ、多様な展開を見せている。このような韓国現代美

術の現在を、様々なメデイアを用いた作品により若手作家

を中心に紹介する展覧会として開催した。タイトルのくダ

ブル ・ファンタジー＞とは、現代社会のひとつの断面を表

し、伝統と革新、人工と自然、現実と虚構、 ローカル とグ

ローバルなど、相反するものが対立ではなく、共存、もし

くは混在している状況を示している。本展では、そうした

時代の様相を掴みとり、視覚化している作品にフォーカス

し、これまでのステ レオタイプなイメージを超えた、新し

い韓国現代美術の息吹を伝えることを目的と した。関連プ

ログラムとして、地元ボランティア主導で地元特産品を

使った「オープニングイベン ト： うどんパーテ ィ」や、15名

の出品作家のうち10名が出演した「アーティス ト・トーク」

をはじめとする種類の催しを行い、展覧会内容により親し

み理解を深め、さらに多方面から広く韓国文化に接する機

会を設けた。

制作物 子ども 向けリー フレッ ト

-6-

DOUBLE FANTASY 
-Korean Contemporary Art 

ダプル・ファンタジー：韓国現代芙術展

2009斗7月 2BFl 10月12日月・祝 =―二』

丸!{J,"柘蛇弦郎Ill{¥.℃約館
"・""""""'G匹 ≪hi,0-lno>um,1Mosoum of ConJ<-mp,,wv AOI 

＾ 
⇔細

入場者数 ll.1891人





105 昭利 写真(J)1945-1989―カメラがとらえた戦後の8本一
会 期 2009年10月25日（日）～2010年1月11日（月 ・祝） ［年末休館 ：12月25日～31日］

会 場 3階展示室c

主 催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振興財団

特別協力 東京都写真美術館

協 カ フォト・ギャラリー ・インタ ーナショ ナル
2009.，，ド10}-J25「111 

2 0 1 0 1F 1) J l 1 l」,，．わ

第2次世界大戦後の占領下の混乱期から高度成長期を経

てバブル期へと至る激動の時代「昭和」 に焦点を当て、土

門拳や木村伊兵衛から東松照明や細江英公ら「昭和」 を生

きた写真家たちの写真作品193点を展示した。

作品展示にあたっては、戦後日本における 「昭和」、つま

り1945年から1989年に至る時代を、年代に沿って「占領下

の日本」 「高度成長期」「ヒー ロー・ヒロインの時代」「オイ

ルショ ックからバブルヘ」という 4部に分けて構成し、観

覧者が最初に目にする作品として 《敗戦の 日の太陽、高田》

（濱谷浩）を、最後に 《昭和最後の太陽》（川田喜久治）を

展示することで、戦後が始まる 日の太陽で始ま り、「昭和」が

終わる日の太陽で展覧会が終わるという設定であった。こ

ういった展示によ って、観覧者それぞれが、めまぐるしく

変化する社会情勢や価値観の中で、写真家たちがレンズを

通して見たものや、印画紙に焼き付けようとしたものに思

いを馳せていただくき っかけとなったであろう 。

なお本展は東京都写真美術館の全面的な協力を得て実施

した。

制作物 展示ガイ ド 子ども向け リーフレッ ト

hヽ )L（い濯熊弦・郎現代及術館 昭
和

与
真
の
i

九
四
引
'
-
九
八
九

カ
メ
ラ
が
と
ら
え
た
戦
後
の

1
1
本
ー

入場者数 10:.307人
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関連企画

キュレーターズ・トーク

11月 1日（日）、8日（日）、15日（日）、22日（日）、29

日（日）、12月13日（日）、20日（日）、2010年1月3

日（日 ）

各日14時～14時40分

参 加料無料

参加者数 103名(8日間合計）

レクチャー：昭和と写真

概 要昭和と写真をめぐるレクチャ ー

を実施した。

［第1回］

日時 10月25日（日） 14時～15時30分

会 場 3階展示室c
講 師 藤村里美（東京都写真美術館学

芸員）

参 加料 無料（ただし観覧券が必要）

参加者数 41名

［第2回］

日時 12月6日（日） 14時～15時30分

会 場 2階ミュージアムホール

講 師中田耕市（本展担当学芸員）

参 加料 無料

参加者数 44名

_, _ 

ファミリー・デイ

11月 1日（日）、3日（火・祝）、8日（日）、15日（日）、

22日（日）、29日（日）

概 要「11月の日曜祝日は、家族でミモ

力に行こう！」をキャ ッチフ

レーズに、高校生以下 1名の観

覧者に対して、同伴の方 1名も

無料とする来館促進プログラム

を実施した。

参加者数 164名(6日間合計）

地域連携プログラム

概 要 地域の芸術文化振興の一環とし

て、本展に連動して丸亀市内お

よび近隣を会場として催される

「写真」 または「昭和の生活文化」

についての各種催事を募集し、

「展覧会地域連携プログラム」と

して広報協力などを通して美術

館と地域との連携を図った。

応募資格 丸亀市内および近隣で活動する

団体・個人が広く 一般を対象と

して催す「写真」および「昭和の

生活文化」 にかかわる展覧会 • 講

演会等の催しで、2009年10月25

日から2010年1月11日ま での時

期に開催されるもの。

参加団体 6団体



作品リスト

No. 作家 作品名 制作年

第1部昭和20年代一占領下の日本一

廃墟一焦土からの出発

l 濱谷浩

2 山端庸介

3 山端庸介

4 中村立行

5 林重男

o
l
 

6

7

8

9

1

1

 

師岡宏次

林忠彦

林忠彦

林忠彦

菊地俊吉

大束元

敗戦の日の太陽、高田

防空壕に避難して助かった女性 （中町天主堂付昭和20(1945)年

近、南南東2.6km)1945年8月10日朝

焼死体のわきに、茫然と立ちつくす若い女性（浜口町付昭和20(1945)年

近南500m)1945年8月10日午後1時すぎ

焼跡の美学 I 麹町英国大使館跡 昭和21(1946)年

相生橋東詰め北側の広島商工会議所屋上から昭和20(1945)年

広島市内を見わたす(360゚ のパノラマ）

東京大空襲後の銀座4丁目交差点

復員

女の子や娘の靴みがきもふえた（有楽町）

浮浪児（上野）

浮浪者収容所施設の栄養失調児

建設への破壊

オキュパイド ・ジャパン一闇市・ P.X.・女性

12 中村立行 戸越公園駅

13 笹本恒子 米軍専用列車「昭和 • あの時 • あの人」より

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

笹本恒子

渡部雄吉

樋口忠男

木村伊兵衛

木村伊兵衛

木村伊兵衛

木村伊兵衛

中村立行

樋口忠男

林忠彦

林忠彦

大束元

稲村隆正

解放ーエロスとリアル

27 福田勝治

28 杉山吉良

29-30 真継不二

31 大束元

32 大辻清司

33 木村伊兵衛

34 

35 

36 

37 

38 

東松照明

福島菊次郎

田村茂

土門拳

土門拳

銀座4丁目P.X. 「昭和あの時あの人」より

デッドエンド、東京・日比谷の米軍施設

銀座のこども

露天、新宿

東京駅

数寄屋橋公園、踊る宗教

東京裁判

白衣の勇士

銀座 マダム・マサコの店

坂口安吾

太宰治

カジノ座の人々 、浅草

永井荷風を囲んで、浅草常磐座

光る女体

ヌード

「美の生態II」より

交通整理、銀座4丁目

オブジェ

銀座

サーカスのピエロ

「敗戦・飢餓の島」より

浮浪児

橋の上

路傍銀座

昭和20(1945)年

昭和20(1945)年

昭和21(1946)年

昭和22(194 7)年

昭和21(1946)年

昭和20(1945)年

昭和22(194 7)年

昭和21(1946)年

昭和21(1946)年

昭和21(1946)年頃

昭和25(1950)年

昭和23(1948)年

昭和20(1945)年

昭和20(1945)年

昭和23(1948)年

昭和23(1948)年

昭和29(1954)年

昭和20-23(1945-48)年

昭和22(194 7)年

昭和21(1946)年

昭和28(1953)年

昭和23(1948)年

昭和23(1948)年

昭和20-24(1945-49)年

昭和26(1951)年

昭和23(1948)年

昭和28(1953)年

昭和22(194 7)年

B召手D27 (1952) if. 

昭和21(1946)年

昭和20(1945)年

昭和20年代(1945-55)

昭和29(1954)年
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作品リスト

No. 作家 作品名 制作年

復興ー「戦後」という風景

39 薗部澄 新宿緊楽前、新宿区 昭和26(1951)年

40 蘭部澄 土橋付近、有楽町～新橋間の車窓より 昭和28(1953)年

41 薗部澄 旧帝国ホテル、有楽町～新橋間の車窓より 昭和28(1953)年

42 大束元 総選挙開票速報を見ようと集まる人々（有楽町） 昭和27(1952)年

43 田村茂 訴える一三越のストライキ 昭和26(1951)年

44-45三木淳 血のメーデー、警官隊とデモ隊の乱闘 昭和27(1952)年5月1日

46 細江英公 乞食の父子 I、銀座4丁目付近 昭和29(1954)年

47 大竹省ニ シャンソン歌手、ジョセフィン・ベーカー 昭和29(1954)年

48 吉岡専造 運命の子供「現代の感情」より 昭和27(1952)年

49 吉岡専造 傍聴席「現代の感情」より 昭和26(1951)年

第2部 昭和30・40年代 partl 一高度成長期一

高度成長期の風景一時代の光と影

1 長野重ー 5時のサラリーマン 「ドリームエイジ」より 昭和34(1959)年

2 長野重ー 自動車ショー2 「ドリームエイジ」より 昭和35(1960)年

3 薗部澄 浅草六区の興行街・台東区「忘れえぬ戦後の日本」より 昭和35(1960)年

4 薗部澄 分譲地「忘れえぬ戦後の日本」より 昭和37(1962)年

5 田沼武能 落書き遊びも危険になった東京、台東 昭和34(1959)年

6 英伸三 集団就職 ・名古屋駅に着いた少年少女たち昭和46(1971)年

「一所懸命の時代」より

0

1

2

3

 

7

8

9

l

l

l

l

 

田村茂

田村茂

英伸三

桑原史成

桑原史成

北井一夫

北井一夫

砂川闘争

安保闘争

農薬散布「農村からの証言」より 昭和42(1967)年

水俣病(5)元網元の漁師の手「水俣病」より 昭和45(1970)年

水俣病（9)上村智子を抱く父親 「水俣病」より 昭和52(1977)年

少年行動隊結成の日 「三里塚」より 昭和45(1970)年

念仏講の日 「三里塚」より

14 北井一夫 山形県大蔵村「村へ」より

写真表現の世界 Iー戦後派（アプレ・ゲール）

昭和31(1956)年頃

昭和35(1960)年頃

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

石元泰博

石元泰博

常磐とよ子

常磐とよ子

奈良原一高

奈良原一高

奈良原一高

細江英公

細江英公

東松照明

東松照明

川田喜久治

川田喜久治

街、東京 ＃175 

街、東京 ＃176 

赤線地帯 6 「危険な毒花」より

女子プロレス 2 横浜野毛プール 「危険な毒花」より

人間の土地 緑なき島 ＃3 「人間の土地」より

人間の土地 緑なき島 ＃26 「人間の土地」より

王国、沈黙の園＃1-29「王国第1部沈黙の園」より

おとこと女 ＃ 3 「おとこと女」より

薔薇刑 ＃32 「薔薇刑」より

「チューインガムとチョコレート」より

「〈11時02分〉NAGASAKI」より

原爆ドームと太陽 爆心地 「地図」より

ヒロシマ・太田川・ドーム 「地図」より

昭和45(1970)年

昭和51(1976)年

昭和33(1958)年頃

昭和29-37(1954-62)年頃

昭和30-33 (1955-58)年頃

昭和31(1956)年

昭和29-32(1954-57)年

昭和29-32(1954-57)年

昭和33(1958)年

昭和35(1960)年

昭和36(1961)年

昭和41(1966)年

昭和36(1961)年

昭和34-40(1959-65)年

昭和34-40(1959-65)年
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作品リスト

No. 作家 作品名 制作年

写真表現の世界IIーブレボケ・コンポラ ・私写真

28 高梨豊 杉並区環I犬七号線「東京人 1964-1965」より

29 高梨豊 新宿区伊勢丹「東京人 1964-1965」より

30 森山大道

31 森山大道

32 森山大道

33-34 柳沢信

35 柳沢信

36-39 牛腸茂雄

40-41 荒木経惟

42 深瀬昌久

43 深瀬昌久

44 田村彰英

45 内藤正敏

46 内藤正敏

47 内藤正敏

48-49 小原健

にっぽん削場（戸被龍太郎一座）2「にっぽん削場」より

新宿 「東京」より

無題 「プロヴォークII」より

「都市の軌跡」より

高知にて 「片隅の光景」より

「日々」より

「センチメンタルな旅」より

洋子、九段 「遊戯」より

洋子、九段 「遊戯」より

家

オシラ祭文をよむイタコ、青森県久渡寺 「婆バクハッ！」より

神憑って祈る信者、青森県高山稲荷 「婆バクハッ！」より

笑う老婆青森県久設寺 「婆バクハッ！」より

無題 「ONE」より

第3部 昭和30・40年代 part2 一ヒーロー・ヒロインの時代ー

スター一大衆のヒーロー・ヒロイン

1 早田雄二 原節子

2 早田雄二 月丘夢路

3 松島進 美空ひばり

4 松島進 力道山

0

1

2

3

4

5

 

5

6

7

8

9

1

1

1

1

1

1

 

松島進

石元泰博

稲村隆正

稲村隆正

大竹省二

齋藤康一

早田雄二

秋山庄太郎

秋山庄太郎

秋山庄太郎

秋山庄太郎

三國連太郎

ポートレイト ＃215 

太地喜和子17歳

ジプシー・ローズ（東劇バーレスク劇場楽屋）

女優 若尾文子 「女優」より

黒澤明

アルフレッド・ヒッチコック

吉永小百合 「昭和の美女」より

朝丘ルリ子 「昭和の美女」より

藤純子 「昭和の美女」より

桜田淳子 「昭和の美女」より

タレントーメディアがつくりだしたヒーロー ・ヒロイン

16-17 立木義浩 「舌出し天使」より

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

佐藤明

藤井秀樹

中村正也

篠山紀信

篠山紀信

沢渡朔

古和典
向禾早

25 石元泰博

笑う 「サイクロピアン」より

丘ひろみ 「MAXFACTOR」より

「城」より

誕生

カルメン・マキ

「nadia」より

千代田区 丸の内松竹 ビートルズ映画大全

「東京人 1964-65」より

ポートレイト ＃213 

昭和39-40(1964-65)年

昭和40(1965)年

昭和41(1966)年

昭和43(1968)年

昭和44(1969)年

昭和39-46(1964-71)年

昭和47(1972)年

昭和42-45(1967-70)年

昭和46(1971)年

昭和39(1964)年

昭和45(1970)年

昭和43(1968)年

昭和44(1969)年

昭和45(1970)年

0召手廿44(1969)臼三

昭和45(1970)年

昭和25(1950)年頃

昭和30(1955)年頃

昭和29(1954)年

昭和26(1951)年

昭和28(1953)年

昭和43(1968)年

昭和36(1961)年

昭和29(1954)年

昭和37(1962)年頃

昭和50(1975)年

昭和40(1965)年

昭和45(1970)年頃

昭和45(1970)年頃

昭和44(1969)年

昭和50(1975)年

昭和40(1965)年

昭和37(1962)年

昭和38(1963)年

昭和44(1969)年

昭和43(1968)年

昭和44(1969)年

昭和46-47(1971-72)年

昭和40(1965)年

昭和43(1968)年
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作品リスト

No. 作家

26 佐藤明

27 細江英公

作品名

おんな

澁澤龍彦、作家 「知人の芸術家たち」より

制作年

昭和45(1970)年

昭和40(1965)年

28 

29 

30 

31 

32 

細江英公

小川隆之

操上和美

操上和美

操上和美

唐十郎、李礼仙夫妻、作家と女優 「知人の芸術家たち」より 昭和41(1966)年

ORSON WELLES 昭和51(1976)年

野坂昭如 「ポートレイト・シリーズ(1970s)」より 昭和52(1977)年

沢田研二 「ポートレイト・シリーズ(1970s)」より 昭和53(1978)年

井上陽水 「ポートレイト・シリーズ(1970s)」より 昭和51(1976)年

アメリカン ・ヒーロー ・ヒロイ ン

33 ジョージ • S ・ ジンベル ジャックリーン・ケネディとジョン・ケネデイ ニューヨーク 昭和35(1960)年

34 フィリップ・ハルスマン マリリン・モンロー 昭和27(1952)年

35 ウィリアム・ユージン・スミス ジャズとフォークのミュージシャンたち 昭和34-44(1959-69)年

有名人ーグラフを飾ったヒーロー ・ヒロイン

36 三木淳 ユージン・スミス、ニューヨークで 「マイ・フレンズ、昭和29(1954)年

グレート・フォトグラファーズ」より

37 

38 

石井幸之助 佐藤栄作

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

石井幸之助

石井幸之助

林忠彦

松本徳彦

木之下晃

木之下晃

大竹省二

石元泰博

野上透

林忠彦

林忠彦

齋藤康一

齋藤康

田中角栄

田中角栄

王貞治（野球・巨人軍）

越路吹雪「ロングリサイタル」日生劇場

アルフレート・ブレンデル

マリア・カラス

喜劇俳優、榎本健一

ポートレイト ＃212 

大江健三郎、東大生協店 「われらの文学」より

石坂洋次郎 「文士の時代」より

安部公房 「文士の時代」より

松下幸之助

土光敏夫

第4部 昭和50年代ー ーオイルショックからバブルヘー

内向する風景

1 森山大道

2 森山大道

3 森山大道

4 森山大道

5 山崎博

6 山崎博

7-8 島尾伸＝

9 築地仁

10 築地仁

11 大西みつぐ

12 大西みつぐ

13 山内道雄

14 山内道雄

15 尾仲浩―

16 尾仲浩—

「光と影」より

「光と影」より

「光と影」より

「光と影」より

海をまねる太陽 No.5 「海をまねる太陽」より

ヘリオグラフィ No.l 「ヘリオグラフィ」より

「生活 1980-85」より

写真像 ＃5 「写真像」より

写真像 ＃29 「写真像」より

東砂 1984.8 「ワンダーランド 1980-1989」より

桜橋 1985.5 「ワンダーランド 1980-1989」より

新宿区 歌舞伎町 1984 「東京」より

東京 阿佐ヶ谷 1985年8月

冬の公園 「背裔あわだち草」より

雨の蜘蛛の巣 「背高あわだち草」より

- 13 -

昭和44(1969)年

昭和47 (1972)年

昭和48(1973)年

昭和45(1970)年頃

昭和46(1971)年11月4日

昭和49(1974)年

昭和49(1974)年

昭和35(1960)年頃

昭和43-44(1968-69)年

昭和40(1965)年

昭和50(1975)年頃

昭和40(1965)年頃

昭和50(1975)年

昭和49(197 4)年

昭和57(1982)年

昭和55(1980)年

昭和56(1981)年

昭和56(1981)年

昭和53(1978)年

昭和53(1978)年

昭和55-60(1980-85)年

昭和56-58(1981-83)年

昭和56-58(1981-83)年

昭和59(1984)年

昭和60(1985)年

昭和59(1984)年

昭和60(1985)年

昭和63(1988)年

昭和63(1988)年



作品リスト

No. 作家

崩れゆく風景

17 須田一政

18 須田一政

19-20 石内都

21 土田ヒロミ

22-23 渡辺兼人

24 橋口譲二

25 橋口譲二

変容する風景

26-27 雑賀雄二

28 宮本隆司

29 宮本隆司

30 宮本隆司

31 柴田敏雄

32 柴田敏雄

33 伊奈英次

34 

35 

36 

37 

38 

伊奈英次

伊奈英次

畠山直哉

畠山直哉

小林のりお

39 小林のりお

40-43 荒木経惟

44 川田喜久治

作品名

岐阜•郡上八幡 「風姿花伝」より

富山・八尾 「風姿花伝」より

「APARTMENT」より

「砂を数える」より

「既視の街」より

原田佳明 「十七歳の地図」より

元山浩一 「十七歳の地図」より

「軍艦島一棄てられた島の風景」より

中野刑務所(|日豊多麿監獄）、東京 「建築の黙示録」より

日比谷映画劇場、東京 「建築の黙示録」より

筑波科学博覧会パヴィリオン、筑被 「建築の黙示録」より

福島県南会津郡田島町 「日本典型」より

静岡県中伊豆冷）II 「日本典型」より

文京区後楽園 1982 「INTOKYO」より

新宿区 西新宿 1983 「INTOKYO」より

在日米空軍三沢基地第6920電子保安軍

青森県三沢市 「ZONE」より

「ライム・ヒルズ」より

「ライム・ヒルズ」より

東京都八王子市別所 「ランドスケープ」より

東京都多摩市聖ヶ丘 「ランドスケープ」より

「写真論 1988-89」より

昭和最後の太陽 「ラスト・コスモロジー」より

※所蔵は全て東京都写真美術館

- 14 -

制作年

昭和50(1975)年

昭和51(1976)年

昭和52-53(1977-78)年

昭和56(1981)年

昭和54(1979)年

昭和62(1987)年頃

昭和62(1987)年

昭和60(1985)年

昭和58(1983)年

昭和59(1984)年

昭和60(1985)年

平成元(1989)年

昭和61(1986)年

廿召矛廿57(1982) 1:1=-

昭和58(1983)年

昭和62(1987)年

昭和62(1987)年

昭和63(1988)年

昭和59(1984)年

昭和59(1984)年

昭和 63—平成元 (1988 -89 ) 年

昭和64(1989)年



106 猪熊弦一郎辰色いろいろ
会

会

主

期 2010年 1月24日（日）～ 3月31日（水）

場 3階展示室c

催 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振興財団

猪熊作品の色彩に注目し、天性の色彩感覚から生み出さ

れた新しい美を紹介する展覧会。とくに晩年の鮮やかな色

彩の作品を取り上げ、強い色とその対比を活かした色面構

成による作品の魅力を伝えた。同時に猪熊の画業において

中期にあたり、色面による画面構成の意識が芽生えたころ

の1940年代後半の作品を展示した。晩年の抽象作品と中期

の具象作品を展示室内において一続きに展示することで、

何が描かれているかを見るだけではなく、色の配置という

視点を意識しながら作品が鑑賞されることを目的とした。

また本展では香川県立ミュージアムより 7点借用、出品

したが、いずれも当館では所蔵しない色遣いの作品である。

このことによ って一括りに「鮮やかで華やか」と言い表す

こともできる猪熊作品の色遣いについて、より 一層さまざ

まな色遣い、画面構成の違いを見せることができ、猪熊の

幅広さを伝えることが出来た。

刊行物 カタログ

制作物 子ども向けリーフレ ット(「Focus3 高嶺格：スー

パーキャパシタ」と同内容）

色itLi5しi05百：`
999 9 99 9 9 

:'. .. ：：:日:．．．．”
•:`:•ば'’

”さ古

....“Iヽ

関連企画

キュレーターズ・トーク

1月31日（日）、2月14日（日）、28日（日）

3月14日（日）、28日（日） 14時～

参加料無料

参加者数 56名(5日間合計）

入場者数 6.2,265人
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107 Focus 3 轟嶺格：スーパーキャパシターズ
会

会

主

協

期 2010年 1月24日（日）～3月31日（水）

場 1階エントランス、 2階展示室B

催 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振興財団

力 太陽誘電株式会社（リチウムイオンキャパシタ提供）、ビフレステッ

ク株式会社（回路技術提供）、京セミ株式会社（球状太陽電池提供）、ア

ラタニウラノ

Focusシリーズの第3回目として、高嶺格の作品「スー

パーキャパシタ」を紹介した。高嶺格 (1968-）は、社会

の抱える様々な矛盾や軋礫を自分自身の問題としてとらえ、

’―正面から向き合って考えることから作品を生み出し、多

岐にわたる媒体によって表現している。今回高嶺が相対し

たのは「電力」。この大規模な問題に対し、高嶺は偶然知っ

た 「スーパーキャパシタ」という小さな蓄電装置に注目、

自分にできることとしてこの装置を広めるキャンペーンを

繰り広げた。本展は2008年にアラタニウラノ（東京）にて

開催された高嶺の個展「スーパーキャパシタ」の第二弾で

ある。前回キャラクターやロゴにより「スーパーキャパシ

タ」の名前にイメージを与えブランド化が仕掛けられたの

に加え、今回は、開発企業との共同作業を実現、実際にキャ

パシタから電力が供給される様子が、高嶺の手によるデモ

ンストレーションで具体的に示された。新アイテムとして

の太陽電池も加わり「スーパーキャパシターズ」としてキャ

ンペーンのさらなる拡張が図られた。

刊行物 カタログ

制作物 子ども向けリーフレット

入場者数 6:,265人
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108 ミカタノミカタ一絵を楽しむ11のヒント
会

会

主

期

場

催

2010年 4月10日（土）～7月4日（日）

3階展示室c

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振興財団

本展は、鑑賞をすすめる教育普及型の展覧会である。

絵を見る方法は無数にあって自由なものであるがゆえに、

どこをどう見たら良いか分からないという声も聞かれる。

しかしこれを理由に、主に作品を鑑賞する場である美術館

から遠ざかってしま っては勿体ない。そこで絵を見るとき

に注目するポイン トを11のヒン トとして紹介した。これを

展示室で壁面に大きく提示するとともに、体感できるよう

なヒン トも用意。 また鑑賞 して感じたことや意見を記入す

るカード「不思議のタネ」を設置し、記入後は展示室の一

角に掲示した。関連プログラムでは、鑑賞の助けとなるよ

う、展覧会担当と参加者が作品について話しながら展示室

を巡る内容のギャラリーツアーやワークショ ップを実施し

た。また、観覧の機会をより多く提供すべく、

デイや丸亀市民のための無料観覧日を設けた。

本展を通して自分の考えを見つめるとともに、他の人の

ファミ リー

意見にも触れ、作品や美術館を身近に感じるきっかけを提

供することができたようである。

不
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刊行物

制作物

カタログ

展示ガイド兼作品リス ト

子ども向けリーフレ ット

入場者数 7,1686人
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関連企画

ファミリー鑑賞ツアー

5月1日（土）、6月5日（土） 各日13時30分～

会 場 2階造形スタジオ、 3階展示室c
参加者数 66名

見学者数 10名 (2日間合計）

ヒントで絵さがし

4月24日（土） 10時～12時

会 場 2階造形スタジオ、 3階展示室c
参加者数 9名

チャレンジ！君もキュレーター

5月22日（土）、6月26日（土） 10時～12時

会 場 2階造形スタジオ、 3階展示室c
参加者数 9名

見学者数 24名 (2日間合計）

- 19 -

展示「丸亀市猪熊弦一郎現代美術館（ミモカ）の鑑賞教育活動について」

4月10日（土）～ 7月4日（日） （ただし 4月25日

（日）のみ休室計85日間）

会 場 2階造形スタジオ

入場者数 4,342名

おし ゃべり鑑賞ツアー

4月11日（日）、18日（日）、25日（日）、5月2日

（日）、3日（月・祝）、4日（火・祝）、5日（水・祝）、

9日（日）、16日（日）、23日（日）、30日（日）、6月6

日（日）、13日（日）、20日（日）、27日（日）、7月4日

（日）

14時～

参加者数 179名(16日間合計）

丸亀市在住、通勤、通学の方のための無料観覧日

4月16日（金）、23日（金）、30日（金）、5月7日

（金）、14日（金）、21日（金）、28日（金）、6月4日

（金）、11日（金）、18日（金）、25日（金）、7月2日

（金）

参加者数 33名(12日間合計）

ファミリーデイ

5月1日（土）、6月5日（土）

概 要高校生以下 1名につき、同伴の

大学生または一般 1名が観覧無

料

参加者数 92名









110 杉本博司 アートの起源 I科学
会

会

主

協

期 2010年11月21日（日） ～2011年 2月20日（日）

［年末休館：12月25日～31日］

場 1階エントランス、 2階展示室B、3階展示室c

催 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振興財団

力 財団法人小田原文化財団、ギャラリー小柳

杉本博司は、写真というメデイアを追究し、考え抜かれ

たコンセプトと最高の技術による美しくも力強い表現で世

界中の人々を魅了してきた。その魅力を余すところ無く紹

介するため、 一年にわたり 4つの展覧会を次々に開催する

画期的なプロジェクトの第一弾として本展では「科学」を

テーマに杉本芸術を展観、古来、人間のみが自然を畏れつ

つも近づき解き明かそうとしてきた、その科学的好奇心に

注目し「アートの起源」をたどる。杉本自身、作品のテー

マに科学的な思考を包含している。 1階エントランスの壁

を上までったう 《放電場構成》は、暗室で人工的に起こし

た放電現象をフィルムに直接感光させた 《放電場》シ リー

ズの一つである。3階展示室Cでは、そのフ ィルムにライ

トボックスの光を透過させた《放電場電飾》を、中央にし

つらえられた大きな「階 （きざはし）」に沿わせた大胆な

インスタレーションとして見せた。2階展示室Bでは、大

きな空間に抽象的な固像のポラロイド写真、分光した太陽

光を撮った 《偏光色》をミニマムに並べた展示で意表をつ

いた。本展出品作は、杉本の多方面からの科学的アプロー

チによ って生み出されたものであり、連綿と受け継がれて

きた人間の科学的精神の杉本による集結とも言える。どの

作品も、事象の根源に迫るとともに、原始的なダイナミズ

ムと不思議な美しさをたたえていた。

杉本博司アートの起源科学
H,r, ;h1 Sug1m1,le OR IGl!l 0「ARTs,．199" 

2010年11月21日日 ・2011年2月20日A
丸亀市猪顆弦一邸現代養1h"

•如"'”’’

＾ 

c Hiroshi Sugimoto/ Courtesy of the artist 

告1Jイ乍牛勿 角耳且兌パンフレ ット

会場図・作品リスト

子ども向けリーフレ ット

入場者数 17.2,653人
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No. 

1 

2 

関連企画

「安藤洋子ソロ・パフォーマンスえれきてる」

「トークショウ杉本博司X安藤洋子」

11 月 21 日 （日） 19時30~21時

会 場 1階エントランス、 2階展示室

B、3階展示室C、2階ミュー
ジアムホール

概 要 ドイツを拠点に世界で活躍する

ダンサー安藤洋子が、展示室内

にて本展の為の新作パフォーマ

ンスを披露した。パフォーマン

ス終了後は、杉本と安藤の対談

を行った。

料 金一般2,500円、年間パスポート所

持者・高校生以下または18歳未

満・ミモカフ レンド会員2,000円

参加者数 115名

作品名 制作年 技法・材質

キュレーターズ・トーク

2010年11月28日（日）、12月5日（日）、12日（日）、

19日（日）、2011年1月2日（日）、 9(日）、16日（日）、

23日（日）、30日（日）、 2月6日（日）、13日（日）、20

日（日）

各日14時～15時

①10時～12時 ②13時30分～15時30分

参 加料 無料

参加者数 332名(12日間合計）

サイズ（縦X横X奥行きcm) 所蔵

放電場構成001 2007-2008 ゼラチン・シルバー・プリント 6点のイメージで構成、各150.5Xl20. 7 個人蔵

観念の形 Oll 負の定冊率曲面、回転面 2008 アルミ削りだし、鏡 高さ300.0、直径70.0 個人蔵

x = cos u/cosh v 

y = sin u/cosh v 

z=v-tanl1v 

(0 :.:; uく 2rr,O:.:;v<(X)）

3-52偏光色 001-050 2010 ポラロイド写真、光学ガラス イメージ7.7X7. 9、ガラス20.0X20. 0X3. 5 個人蔵

53 アイザック・ニュードノ 『自然哲学 1739-42 紙、インク 2冊を展示、23.9X 18. 0 個人蔵

の数学的諸原理（プリンキピア）』 （初版1687)

54 アイザック・ニュートン 『光学』 初版1704 紙、インク 23.1Xl8.6 個人蔵

55 放電場電飾 004 2008 ライトボックス、白黒フィルム 1 77. 8 X 111. 7 X 7. 6 個人蔵

56 放電場電飾 005 2008 ライトボックス、白黒フィルム 1 77. 8 X 111. 7 X 7. 6 個人蔵

57 放電場電飾 006 2008 ライトボックス、白黒フィルム 1 77. 8 X 111. 7 X 7. 6 個人蔵

58 放電場電飾 007 2008 ライトボックス、白黒フィルム 1 77. 8 X 111. 7 X 7. 6 個人蔵

59 放電場電飾 009 2008 ライトボックス、白黒フィルム 1 77. 8 X 111. 7 X 7. 6 個人蔵

60 放電場電飾 010 2008 ライトボックス、白黒フィルム 177. 8 X 111. 7 X 7. 6 個人蔵

61 放電場電飾 Oll 2008 ライトボックス、白黒フィルム 177. 8 X 111. 7 X 7. 6 個人蔵

62 ファラデー・ケージ 2010 ミクストメデイア 鳥かご50.0X30. 0X40. 0、 個人蔵

スタンド156.0 X 53. 0 X 43. 0 

63 雷神来人図 2010 鰻幕（絹） 2隻の帳幕で構成、各200.0Xl200. 0 個人蔵

64 雷神像 鎌倉時代 木彫、着色、象眼 高さ63.6 個人蔵

65 放電場128 2009 ゼラチン・シルバー・プリント 149. 2 X 119. 4 Courtesy of Gallery Koyanagi 
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111 杉本博司 アートの起源 I建榮
会

会

主

協

期 2011年 3月6日（日）～5月15日（日）

場 l階エン トランス、 2階展示室B、3階展示室c

催 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、公益財団法人ミモカ美術振興財団

力 財団法人小田原文化財団、ギャラリー小柳

初回の「科学」に続き第2回展となる本展は、写真を主

軸としながらもさまざまな表現に取り組む杉本の活動のう

ち 「建築」をテーマとして取り上げ、建築家としての杉本

博司の活動を実作の模型で紹介する展示から始めた。続い

て、奈良時代に建立された当麻寺東塔の古材と、現在の東

塔の姿をとらえた大判写真等からなる巨大なインスタレー

ション 《反重力構造》によ って、重力に抗い、上に向かっ

て構造物を建てようとしたいにしえの人々の営みを、エン

トランスから 2階展示室へと広がる迫力ある構成で展示し

た。そして、 2階展示室Bには杉本が1990年代後半から取

り組んできた 〈建築〉シリーズを紹介し、建築家の着想を

写真によ って引き出している。

これら 1階から 2階にかけて展示された作品群が、建造

物という具体性のある建築的対象を取り上げた構成となっ

ていることに対して、 3階の展示室Cでは、 「建築」の起

源や「建築」のこれから、そして人類進化と住処の関連性

といった概念としての「建築」に迫る内容となっており、

その対比も鮮明であったことから、非常に印象に残る展示

となった。

杉本博司アートの起源I建築
仙rosh,Sugimoto ORIGINS OF ART Architecture 

2011年3月6日日 -5月15日日
九亀 <tilt•!弦一邸現代芙術館
”"， •‘"' ＂90 心いv●9

＾ 

制作物 解説パンフレ ット

会場図・作品リスト

子ども向けリーフレ ット

入場者数 12:.281人
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関連企画

オープニング・イベント特別内覧会

2011年3月5日（土） 14時～17時

概 要 丸亀市民特別サポーター、コー

ポレート・メンバー （協賛企業）

ら本展の広報拠点となる地域住

民をお招きし、学芸員に よる解

説付きで本展をご覧いただいた。

料 金無料

参加者数 107名

対談：谷口吉生・杉本博司

2011年4月1日（金）19時～20時40分

会 場 2階ミュージアムホール

概 要当館の設計者である建築家の谷

□吉生氏と、その空間で展覧会
を開催する杉本博司氏による対

談を実施した。

参 加料 無料

参加者数 217名
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キュレーターズ・トーク

2011年3月5日（土）、6日（日）、13日（日）、20日

（日）、27日（日）、4月3日（日）、9日（土）、10日

（日）、17日（日）、24日（日）、5月1日（日）、8日

（日）、14日（土）、15日（日）

各日14時～15時

参 加料無料

参加者数 495名(14日間合計）



No. 作品名 制作年

1 護王神社一アプロプリエイトプロボーション 雛形 2003 

2 反重力構造

3 s.c.ジョンソンビル（建築家：フランク・ロイド・ライト）
4 )ートルダム・デュ・オー礼拝堂（建築家：｝レ・コ）レビュジェ）

5 グッゲンハイム美術館、ニュー3ーク（建築家：7うンク・ロイド・ライト）

6 森の札拝堂（建築家：エリック・グンナール・アスプルンド）

7 光の教会（建築家：安藤忠雄）

8 トゥラルパンの礼拝堂（建築家：）レイス・バラガン）

9 観念の形 008 回転楕円面を覆う

一般化されたヘリコイド曲面

10 常滑大甕

屋久杉敷板

11 醍醐寺帳幕写し

2008 

2001 

1998 

1997 

2001 

1997 

2002 

2006 

室町時代

狙齢推定2000年

2010 

12 数学的形1本：冊面0003ディニ皿面：擬球を 2004 
ねじって得られる負の定皿率曲面

13 数学的形体：冊面0009負の定皿率冊面、 2004 
円錐型の回転面

14 数学的形1本：皿面0004 オンデュロイド：平 2004 
均曲率が0でない定数となる回転面

15 数学的形休：皿面0002負の定皿率冊面、 2004 

双曲型の回転面

16 数学的形休：曲面0012対角型クレブッシュ 2004 

冊面、三次冊面上の27本の直線

17 陰蒻礼賛

18 陰騎礼賛

19 陰騎礼賛

20 陰蒻礼賛

1998 

1998 

1998 

1998 

技法・材質

ミクストメディア

ミクストメディア

ゼラチン・シルバー・プリント

ゼラチン・シルバー・プリント

ゼラチン・シルバー・プリント

ゼラチン・シルバー・プリント

ゼラチン・シルバー・プリント

ゼラチン・シルバー・プリント

アルミ、光学ガラス台座

陶器

絹

サイズ（縦X横X奥行きcm)

本体：101.0X214. 0X94. 0 
台座：高さ103.0

可変

149. 2 X 119. 4 

149. 2 X 119. 4 

149. 2 X 119. 4 

149.2Xll9.4 

149. 2 X 119. 4 

149. 2 X 119. 4 

本体：高さ262.2

台座：高さ48.5

高さ57.0 直径75.0

86. 5X339. 5 

200. 0 X 1200. 0 

ゼラチン・シルバー・プリント 149. 2 X 119. 4 

ゼラチン・シルバー・プリント 149. 2 X 119. 4 

ゼラチン・シルバー・プリント 149. 2 X 119. 4 

ゼラチン・シルバー・プリント 149. 2X 119. 4 

ゼラチン・シルバー・プリント 149. 2 X 119. 4 

白黒フィルム、和蝋燭、ガラス燭台 20. 3X25. 4 

白黒フィルム、和蝋燭、ガラス燭台 20. 3X25. 4 

白黒フィルム、和蝋燭、ガラス爆台 20. 3X25. 4 

白黒フィルム、蝋燭、ガラス燭台 20. 3X25. 4 
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所蔵

財団法人小田原文化財団

個人蔵

個人蔵

国立国際美術館

国立国際美術館

国立国際美術館

国立国際美術館

国立国際美術館

個人蔵

個人蔵

個人蔵

個人蔵

国立国際美術館

国立国際美術館

国立国際美術館

国立国際美術館

国立国際美術館

個人蔵

個人蔵

個人蔵

個人蔵





作品リスト

No. 作品名 制作年 技法・材質 サイズ（縦X横cm)

26 朝の鳥 1990 アクリル・紙 46. 7 X 59. 7 

27 裸子 1 鳥 11 馬2 1991 アクリル・カンヴァス 135. 0 X 122. 0 

28 横臥裸子 1 顔4 鳥 10 1991 アクリル・カンヴァス 127.0 X 96.0 

29 黒鳥の休日 1991 アクリル・カンヴァス 127.0 X 92.0 

30 横臥裸子と鳥達 1991 アクリル・カンヴァス 96.0 X 127.0 

31 鳥達の空間 1991 アクリル・カンヴァス 96. 0 X 65. 5 

32 顔たちの祭典 1992 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 194. 0 

33 鳥達の遊び 1993 アクリル・カンヴァス 151. 9 X 122. 0 

34 飛ぶ日のよろこび 1993 アクリル・カンヴァス 137. 3 X 122.1 

35 風車と鳥 1993 アクリル・カンヴァス 137. 0 X 122. 0 

36 裸子と鳥 1993 アクリル・カンヴァス 137. 0 X 121. 9 

37 顔 ・鳥 ・犬 1993 アクリル・カンヴァス 126. 5 X 95. 9 

38 夜明けの鳥たち 1993 アクリル・カンヴァス 126. 2 X 90. 9 

39 ダボとカガシ 1993 アクリル・カンヴァス 120. 8 X 101. 4 

入場者数 8:,846人
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新たな辰開と街 2009年 7月128(8)---10月18B (8) 

1955年にニューヨークを初めて訪れ、大きな衝撃を受けた猪熊は、それまでの具象画から抽象画へと画風をがらりと

変え、やがて新しい主題「街」を描 くようになる。猪熊に よって、街がどのように表現されたかを紹介した。

作品リスト

No. 作品名 制作年 技法・材質 サイズ（縦X横cm)

1 自画像 1924 油彩・カンヴァス 38. 3 X 38. 0 

2 Composition No.2 1957 油彩・カンヴァス 133. 5 X 136. 0 

3 街の言葉 1957 水彩・紙 38.0 X 49.0 

4 極地設定 (1) 1958 油彩・カンヴァス 176. 5 X 205. 3 

5 星座 1958 油彩・カンヴァス 200. 5 X 180. 0 

6 Sit Opposite on a Head 1960 油彩・カンヴァス 178. 0 X 140. 0 

7 無題 1960 アクリル・紙 33. 7 X 52. 0 

8 無題 1960 アクリル・紙 33. 7 X 52. 0 ， 古い金へのあこがれ 1961 油彩・カンヴァス 216. 1 X 168. 0 

10 赤い絵 ニューヨーク 1961 アクリル・紙 100. 7 X 74. 5 

11 夜の誕生 1962 油彩・カンヴァス 152. 4 X 127. 2 

12 Niwa 1962 油彩・カンヴァス 152. 0 X 127. 4 

13 Square 1962 油彩・カンヴァス 127. 0 X 101. 8 

14 Lively Street 1964 アクリル・カンヴァス 152. 6 X 127. 5 

15 Blue Street 1966 アクリル・カンヴァス 171. 9 X 98. 9 

16 Landscape QR 1966 アクリル・カンヴァス 126. 8 X 127. 1 

17 The City Blue No.2 1968 アクリル・カンヴァス 203. 0 X 178. 5 

18 The City (Green No.I) 1968 アクリル・カンヴァス 203. 5 X 178. 0 

19 The City (Green No.2) 1968 アクリル・カンヴァス 203. 0 X 178. 0 

20 The City Planning Yellow (No.2) 1968 アクリル・カンヴァス 203. 4 X 152. 7 

21 The City (Green No.4) 1968 アクリ）レ・カンヴァス 203. 0 X 152. 5 

22 The City Green No.3 1968 アクリル・カンヴァス 202. 8 X 152. 4 

23 City Planning Yellow No.l 1968 アクリル・カンヴァス 152. 0 X 153. 0 

24 風景 1972 アクリル・カンヴァス 178. 0 X 202. 5 

入場者数 12:,879人
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モノクローム 2010年1月24B (B) --2010年3月318（水）

同時開催の特別展「猪熊弦一郎展 色いろいろ」と対比 し、猪熊が描いたモノク ロームの世界に焦点を当てた。1980

年代に描かれた作品を中心に出品しており 、色を抑えることで描かれた形や筆致がつくり出す独特の リズム感が立ち

現れてくる。それは音楽に喩えるなら独奏曲のような趣を持っており 、猪熊の違った一面を見ることのできる展示と

なった。

作品リスト

No. 作品名 制作年 技法・材質 サイズ（縦X横cm)

1 自画像 1921 油彩・カンヴァス 37.8 X 37.8 

2 ロボッ ト 1977 アクリル・紙 72. 0 X 55. 0 

3 都市再製 1980 アクリル・紙 40. 5 X 30. 0 

4 機械の旅行 1981 アクリル・紙 74.5 X 55.4 

5 モニュメンタルな窓 1981 アクリル・紙 61. 0 X 44. 4 

6 SEVEN WINDOWS 1981 アクリル・紙 61.0 X 44.4 

7 都市遊歩 1981 アクリル・紙 59. 5 X 44. 4 

8 エキサイトフル スペイス 1982 アクリル・紙 59.5 X 44.3 ， 機械と鳥 1982 アクリル・紙 59. 5 X 43. 9 

10 違った対面 1982 アクリル・紙 44. 0 X 59. 0 

11 二羽の鳥 1984 アクリル・紙 59. 5 X 43. 9 

12 爬虫類と鳥 A 1984 アクリル・紙 59.4 X 44.4 

13 ロボッ ト 1984 アクリル・紙 59.4 X 44.4 

14 丸の住む所 1984 アクリル・紙 58. 5 X 44. 5 

15 鳥とヤシの対面 1985 アクリル・紙 59. 0 X 46. 4 

16 プロペラと花 1985 アクリル・紙 46. 9 X 58.4 

17 パイピング集合 B 1986 アクリル・紙 58. 5 X 46.4 

18 パイピングの集合 (A) 1986 アクリル・紙 58.3 X 47.0 

19 描く 1986 アクリル・紙 44. 5 X 58. 3 

20 道 1986 アクリル・紙 44. 4 X 59. 4 

21 ロボット歩く 1986 アクリル・紙 44. 4 X 59. 3 

入場者数 6.2,400人
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顔とハワイ時代 2010年4月108（土） ～2010年7月118(B) 

晩年の猪熊は東京のほか自然のあふれるハワイにもアトリエを構えていた。ハワイの自然が見せる複雑な形に触発さ

れたかのような、さまざまな形で構成した作品、たくさんの顔だけを描いた作品、そして顔、動物、そのほかの形を

組み合わせた作品を制作している。いずれも形の面白さが際立つ、すみずみまで見所渦載の作品を紹介した。

作品リスト

No. 作品名 制作年 技法・材質 サイズ（縦X横cm)

1 自画像 1924 油彩・カンヴァス 41.1 X 41.5 

2 花嫁のスケジュール 1979 アクリル・カンヴァス 180. 0 X 105. 2 

3 都市発芽 1980 アクリル・紙 110.8 X 94. 7 

4 都市満花 1980 アクリル・紙 80. 5 X 75. 5 

5 宇宙は機械の運動場 No.2 1981 アクリル・カンヴァス 200. 0 X 250. 0 

6 ユーラシアの愛人達 1981 アクリル・カンヴァス 111. 5 X 96. 0 

7 宇宙生物の限界 1982 アクリル・カンヴァス 116. 7 X 91. 0 

8 白地群生 1982 アクリル・紙 59. 5 X 44.4 ， 遊歩地コンポジション 1982 アクリル・紙 59. 5 X 44.4 

10 愉快な友達 1982 アクリル・紙 59. 5 X 44.4 

11 黒の中の六つのスペース 1982 アクリル・紙 59. 5 X 43. 9 

12 遊園の中の直線 1982 アクリル・紙 59. 2 X 43. 9 

13 アリゾナ通信 1984 アクリル・カンヴァス 111. 2 X 96. 0 

14 ロックミュージ ック 1984 アクリル・カンヴァス 111. 2 X 96. 0 

15 青いパーク祭 1986 アクリル・カンヴァス 122. 0 X 101. 0 

16 黄色の星座都市 1986 アクリル・カンヴァス 122. 0 X 101. 0 

17 形のパレード 1986 アクリル・カンヴァス 111. 8 X 96. 0 

18 未知の世界への着地 1987 アクリル・カンヴァス 137. 2 X 122. 0 

19 体操と水 1987 アクリル・カンヴァス 136. 0 X 121. 0 

20 宇宙都市計画 1987 アクリル・カンヴァス 135. 8 X 121. 0 

21 顔 35 1988 アクリル・カンヴァス 121. 5 X 101. 5 

22 顔 23(B) 1988 アクリル・カンヴァス 100. 0 X 80. 5 

23 顔 20C 1989 アクリ）レ・カンヴァス 152. 0 X 121. 4 

24 顔 71 1989 アクリル・カンヴァス 135. 9 X 121. 4 

25 顔 20B 1989 アクリル・カンヴァス 127.1 X 96.4 

26 顔 19 1989 アクリル・カンヴァス 127.0 X 96.4 

27 顔 20 1989 アクリル・カンヴァス 127. 0 X 96. 3 

28 仮面の歌 1991 アクリル・カンヴァス 150. 0 X 122. 0 

29 ドラマティ ック ステージ 1991 アクリル・カンヴァス 96. 0 X 111. 0 

30 真昼のカーニヴァル 1992 アクリル・カンヴァス 121. 0 X 101. 5 

31 広い宇宙空間に顔が存在する 1992 アクリル・カンヴァス 121. 5 X 100. 8 

入場者数 8:,542人
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圃顧展、WaterBlue 2010年 7月188(8)----11月78 (8) 

猪熊は70年の画業を通じて作風が何度が大きく変わっている。若いころの写実的な具象画、渡仏時代のデフ ォルメが

加えられた人物像、戦後の幾何学的に描かれた猫や人、渡米後は完全な抽象表現となり、ハワイ時代には色鮮やかな

有機的な表現があらわれる。新 しい表現へのたゆまぬ挑戦を回顧的に展示することにより紹介した。展示室Bでは青

が印象的な作品を展示した。

作品リスト

No. 作品名 制作年 技法・材質 サイズ（縦X横cm)

1 自画像 1921 油彩・カンヴァス 53. 5 X 45. 5 

2 眠れる女 1927 油彩・カンヴァス 116. 8 X 90. 9 

3 黄昏 1937 油彩・カンヴァス 193. 5 X 130. 5 

4 尺旦 1937 油彩・カンヴァス 191. 5 X 129. 0 

5 にんにく売る子供 1938 油彩・カンヴァス 91. 5 X 53. 4 

6 フランス田舎 1938 油彩・カンヴァス 80. 2 X 65. 0 

7 魚と女 1939 油彩・カンヴァス 91. 5 X 53.4 

8 セロを弾く男 1939 油彩・カンヴァス 60. 8 X 45. 7 ， ヴェニス 1939 油彩・カンヴァス 59. 0 X 91. 0 

10 レゼジーの駅 1939 油彩・カンヴァス 48. 6 X 59. 8 

11 浴女 1940 油彩・カンヴァス 80. 5 X 64. 5 

12 ヴィナス誕生 (B) 1940 油彩・カンヴァス 80. 5 X 64. 0 

13 ヴィナス誕生 (A) 1940 油彩・カンヴァス 79. 5 X 64. 5 

14 バレリーナの夢想 1950 油彩・カンヴァス 131. 0 X 162. 0 

15 Haniwa 1 1956 油彩・カンヴァス 106.4 X 175.5 

16 並木道 1964 油彩・カンヴァス 152. 5 X 101. 5 

17 Blue Streets 1966 アクリ）レ・カンヴァス 171. 9 X 98. 9 

18 The City Blue No.2 1968 アクリル・カンヴァス 203. 0 X 178. 5 

19 Two Shores B 1970 アクリル・カンヴァス 203. 7 X 178. 0 

20 Two Shores D 1970 アクリル・カンヴァス 203. 7 X 1 77. 8 

21 Two Shores A 1970 アクリル・カンヴァス 203. 3 X 178. 0 

22 Water Shores B 1970 アクリル・カンヴァス 203. 3 X 178. 0 

23 Landscape BY 1972 アクリル・カンヴァス 203. 5 X 178. 8 

24 ピンク・丸 ・角 1977 アクリル・カンヴァス ll0.3 X 95.0 

25 太陽は待って居る 1987 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 130. 3 

26 顔32 1988 アクリル・カンヴァス 127.0 X 96.7 

27 二人の裸婦と一つの顔 1989 アクリル・カンヴァス 194. 0 X 194. 0 

28 青い裸婦 1990 アクリル・カンヴァス 130.5 X 97.2 

29 横臥裸子と鳥達 1991 アクリル・カンヴァス 96.0 X 127.0 

30 或晴れた一日 1992 アクリル・カンヴァス 136. 0 X 122. 0 

入場者数 20.%.717人
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ニューヨーク時代1955・63年の作品から 2010年11月218(8) ---2011年2月208 (8) 

猪熊がニューヨークで制作した20年間 (1955-75年）のうち、前半の1955-63年の間に描いた作品を、具象から抽象

への変化の過程に注目して紹介した。活気あふれる新天地が刺激となって、具体的なものの形は次第に描かれなくな

り、やがて幾何学的な形や色のかたまりが動きのある筆致で表される ようにな った。

作品リスト

No. 作品名 制作年 技法・材質 サイズ（縦X横cm)

1 自画像 1924 油彩・カンヴァス 38. 3 X 38. 0 

2 Calm 1956 油彩・カンヴァス 157.0 X 91.5 

3 Suihei no Michi 1956 油彩・カンヴァス 112. 0 X 152. 0 

4 星座 1958 油彩・カンヴァス 200. 5 X 180. 0 

5 極地設定 (1) 1958 油彩・カンヴァス 176. 5 X 205. 3 

6 古い金へのあこがれ 1961 油彩・カンヴァス 216. 1 X 168. 0 

7 音のあそび 1961 油彩・カンヴァス 152. 5 X 152. 5 

8 Red Composition 1961 油彩・カンヴァス 127. 0 X 127. 0 ， Twist 1962 油彩・カンヴァス 157.2 X 91.5 

10 Greeting of Neighborhood 1962 油彩・カンヴァス 152. 5 X 127. 2 

11 四角と丸 1963 油彩・カンヴァス 203. 4 X 127. 0 

入場者数 17::,910人
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身体の表現 2011年3月68(8)---5月158 (8) 

猪熊が、美しい造形であると考え繰り返し描いた、身体の多彩な表現を取り上げた。青年時代には写実的な表現がな

されたが、次第に勢いのある太い輪郭線やデフォルメ（変形）によって、ボリューム感などが強調された猪熊独自の

身体表現が培われていく。また晩年、身体は丸や角などのシンプルな幾何学的な形として捉えられた。

作品リスト

No. 作品名 制作年 技法・材質 サイズ（縦X横cm)

1 自画像 1921 油彩・カンヴァス 53. 5 X 45. 5 

2 裸婦 1925 油彩・カンヴァス 100. 0 X 80. 5 

3 婦人像 1926 油彩・カンヴァス 116. 8 X 91. 0 

4 眠れる女 1927 油彩・カンヴァス 116. 8 X 90. 9 

5 着物の婦人 1930 油彩・カンヴァス 145. 5 X 112. 0 

6 二人 1936 油彩・カンヴァス 194. 0 X 130. 0 

7 支那服の女 1936 油彩・カンヴァス 145. 0 X 112. 0 

8 浴女 1940 油彩、コンテ・カンヴァス 80. 5 X 64. 5 ， 臥裸婦 1948 油彩・カンヴァス 65. 5 X 80.4 

10 横たはる裸婦 1948 油彩・カンヴァス 60. 5 X 72. 5 

11 クッションと裸婦 1948 油彩・カンヴァス 45. 7 X 52. 8 

12 座せる群像 1951 油彩・カンヴァス 131. 2 X 162. 5 

13 建築と裸婦 1990 アクリル・カンヴァス 126. 5 X 96. 0 

14 横臥裸子と鳥達 1991 アクリル・カンヴァス 96.0 X 127.0 

入場者数 12,1736人
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皿 教育普及事業

・1 ワークショップ

子どもたちの豊かな感性と創造力を伸ばし、育むことを目的として、主に小・中学生を対象にワークショ ップを開催した。

ワークショップ名 開催日時会場 講 師 対 象 人数 見学者 参加費 内 合六

2009.5.16出 水彩絵の具、箪で画用紙に下

「ろうけつ染めに挑戦！」
10:00~ 14:00 小学校3年生

18人 12人 無料
書きした後、加熱し溶かしたろ

2階造形スタ
美術館スタッフ

～中学生 うでTシャツに模様を描く。昼

ジオ 食後、染料で染める。

2009.6.20ロ・
26人 18人 麦藁帽子に耐水性の絵の具

21（日）
「夢色夏眉子」 10:00~ 12 :oo 小・中学生 無料

やペンで絵を描いたり、造花や
美術館スタッフ

リボン、おまけなどの小物を取
2階造形スタ 27人 30人 り付けて素敵な帽子をつくる。
ジオ

スオウ（赤）やウコン（黄）といっ

［ダブル・ファンタジー：輯国 2009.7.18出・ 小・中学生 20人 3人 た植物を2時間ほど煮出し、
実際に作家が制作に使う色粉

現代美術展］関連ワークシ 19(EI) 
イ・ウンシル

（小学生は保
を製作。作家が韓国から持参

ョッフ゜ 10:00~ 15 :oo 護者同伴、そ 無料
したアイ（青）を加えて三原色

「色粉をつくって韓紙に描こ 2階造形スタ
（展買会出品作家）

の場合保護者

う」 ジオ も参加者） 17人 7人
と墨（黒）で、韓紙に描く。途

屯展示室にて自作について

のギャラリートークを行う。

2009.7.25出
~30（木） 白いバッグにビーズやボタンを

夏休みオープンワークショップ 10:00~ 12 :oo 子どもから大 529人 つけたり、ペンなどで絵や文字

「マイ・デコ・バッグ」 13:30~ 15:30 
美術館スタッフ

人まで （裏噌）
205人 300円

を描いて、世界に一つのオリジ

2階造形スタ ナルバッグをつくる。

ジオ

ろうけつ染めに挑戦1

(2009. 5) 
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ワークショップ名

開館記念イベント

「上映会〈guen

猪熊弦一郎〉」

「みんなで変身！
仮装パーティーへ

でかけよう」

【杉本博司アートの起源 I
科学】展関連「親子ツアー」

「食パンアート」

「お手紙カフェ」

開催日時会場 講 師 対 象 人数 見学者

2010.11.23（初
10: 00 ~（毎
時）閉館まで

美術館スタッフ
子どもから大

265人 0人
全8回 人まで
2階ミュージ
アムホール

2010.12.18(±) 
10: 00~ 12: 30 
2階造形スタ 美術館スタッフ 小・ 中学生 15人 17人
ジオ、ミュー

ジアムホー）レ

2011.1.8出・
5人 0人

29は） 子どもと保護

14:00~ 
美術館スタッフ

者

美術館内
32人 0人

2011. 2. 19(±) 
小・ 中学生 21人 13人

10:00~ 13:00 
美術館スタッフ

2011. 3. 25(i) 
~27（日）
10:00~ 12:00 子どもから大 182人 92人

13:30~ 16:00 
美術館スタッフ

人まで （各噌） (I噌）
2階造形スタ
ジオ

【杉本博司 アートの起源／科学】展関連「親子ツアー」
(2011. 1) 
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参加費 内 合六

無料
映像教材「guen 猪熊弦一
郎」(DVD、約16分）を上映。

カラービニールや布、造花やC
Dなどの小物を使って、仮装
パーティーに使用するアイテム

無料 （仮面、帽子、マント、ドレスな

ど）を1点作り、その後ミュージ
アムホールでファッションショー

やダンスをした。

杉本博司作品を親子でみて

無料 回るツアー。《偏光色》のシリー

（ただし ズでは、制作方法を探るため

保護者 エレベーター前にて太陽光を
は要観 プリズムで分光し実際にみて

覧チケ みた。また、それぞれに好きな

ット） 作品を探し理由を話したりして

鑑賞した。

さまざまな食材を見た後、どの
ようなパンにするかデザインを

無料
考え、実際にパンの上に食材

をのせて完成させる。色 • 形な
どのバランスを楽しみながら最

後に食べる。

200円
（カフ ェ 色紙やテープ、小物を使って
レスト 手紙が書けるカードをつくり、完

MIMOCA 成後にはカフェレスト

限定ク ッMIMOCA限定のクッキーとド
キーと 1リンクを飲みながら大切な人へ
ドリンク メッセージを書くワークショップ。

つき）
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iiオープン・スタジオ

オープン ・スタジオ『美術館であそぼう』

《絵具で自由に絵を描く ・土粘土で遊ぶ活動》

時 間／10時～11時30分

対象／子ども ・保護者

参加料／無料

会場／造形スタジオ

申込不要

開催日
人 数

計
子ども 保護者 見学者

2009年4月4日 28 12 2 42 

2009年5月2日 94 41 ， 144 
2009年6月6日 14 13 

゜
27 

2009年7月4日 42 24 1 67 

2009年9月5日 45 37 5 87 

2009年9月12日 24 21 

゜
45 

2009年9月19日 25 19 

゜
44 

2009年10月3日 37 28 3 68 

2009年11月7日 26 18 2 46 

2010年2月6日 21 18 1 40 

2010年3月6日 21 17 2 40 

2009年度計 377 248 25 650 

2010年9月4日 50 35 3 88 

2010年9月11日 38 32 12 82 

2010年11月5日 32 25 2 59 

2010年12月4日 28 22 1 51 

2011年2月5日 44 33 3 80 

2011年3月12日 104 52 2 158 

2010年度計 296 199 23 518 
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Ill スクールプログラム

1 鑑賞教育について考える会

開館当初より多数の学校団体にご来館いただいているが、近年、学習指導要領でも鑑賞を行う際に地域の美術館の

活用が謳われていることもあり、学校との結びつきが重要になっている。このような中、先生方から美術館来館前に

学校の授業で使用できる図版はないかとの問い合わせがあった。そこで2008年度より月 1回程度「鑑賞教育について

考える会」をもち先生方と研究 ・協力して、学校現場で使いやすく、また子どもたちの効果的な鑑賞を促すことがで

きるような鑑賞教材の開発に取り組んだ。その成果として、 2009年 5月、猪熊弦一郎の作品60点を印刷したアートカ

ードを使い、楽しみながら美術作品を鑑賞する力を養 うことができる「ミモカ ・アートカード」が完成した。 2010年

には映像教材「guen猪熊弦一郎」 (DVD・ 16分）が完成した。

開催日 時間 小学校教諭 中学校教論 高校教諭 一般 参加人薮（計）

第13回 2009. 4. 4（土） 14時～ 4 1 

゜゜
5 

第14回 2009. 5. 9（土） 14時～ 3 

゜゜゜
3 

第15回 2009. 6.13（土） 10時～ 4 

゜゜
1 5 

第16回 2009. 7. 23（木） 14時～ 3 1 

゜゜
4 

第17回 2009.10.31（土） 10時～ 4 1 1 1 7 

第18回 2009.12. 5（土） 10時～ 3 1 

゜゜
4 

第19回 2010. 2. 13（土） 10時～ 4 

゜゜゜
4 

第20回 2010. 3.13（土） 14時～ 2 1 

゜
1 4 

第21回 2010. 6.19（土） 10時～ 4 

゜゜
1 5 

第22回 2010. 7.10（土） 10時～ 4 1 

゜゜
5 

第23回 2010. 8.11（水） 10時～ 5 

゜゜゜
5 

第24回 2010. 8. 30(月） 13時～ 4 

゜゜
1 5 

第25回 2010.10.23（土） 10時～ 5 1 

゜
1 7 

第26回 2010.11.13（土） 10時～ 3 1 

゜
1 5 

第27回 2010.12. 4（土） 13時30分～ 4 1 

゜
1 6 

第28回 2011. 1. 15（土） 10時～ 3 2 

゜
1 6 

第29回 2011. 2. 5（土） 14時～ 2 1 

゜
3 6 

第30回 2011. 2. 26（土） 10時～ 2 2 

゜
2 6 

第31回 2011. 3. 20(日） 13時～ 3 1 

゜゜
4 

計 66 15 1 14 96 
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2 学校団体での来館

保育所 ・幼稚園・小学校・中学校・高校・大学 ・一般等の団体来館を対象とした、対話をしながらの作品鑑賞を行

っている。来館生徒数、教職員のご希望、生徒の興味などにあわせ学校ごとにプランを組立てている。

2009年度

事 業 名
子^  校 名 校数

生徒数

（引率者含む）

色彩の詩人一脇田和 保育園 1 31 

常設展 幼稚園 1 49 

（会期： 4/11-6 /28) 小学校 8 528 

中学校 2 16 

高校 3 114 

大学 1 17 

専門学校 1 25 

養護学校 1 86 

他団体（一般） ， 253 

常設展（会期：6/29-7 I 5) 

゜ ゜ダブル・ファンタジー ：韓国現代美術展 保育園 1 24 

常設展 幼稚園 2 164 

（会期：7/12-10/12) 小学校 10 492 

中学校 2 17 

高校 3 76 

大学 16 401 

他団体（一般） 3 75 

常設展（会期：10/13-18) 幼稚園 1 23 

大学 1 20 

専門学校 1 49 

他団体（一般） 3 162 

昭和写真の1945-1989 保育園 3 109 

常設展 幼稚園 2 105 

（会期：10/25-1 /11、年末休館12/25-31) 小学校 3 186 

高校 1 44 

大学 5 136 

他団体（一般） 13 303 

猪熊弦一郎展 色いろいろ／ 保育園 11 290 

Focus 3高嶺格 ：スーパーキャパシターズ 幼稚園 4 236 

常設展 小学校 10 414 

（会期：1/24-3 /31) 高校 1 7 

大学 2 58 

養護学校 1 17 

他団体（一般） 8 119 
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6 ミモカキッズパスポート

猪熊弦一郎は子どもたちとその作品を心から愛して止まなかった。美しいものや、楽しい

ものをたくさん見てもらうことで、感性豊かな人間に成長して欲しいと願っていた。そこで

作品に触れる機会をより多く持ってもらうため、当館では平成8年5月より高校生以下は入

館無料としている。さらに高校生以下は無料で観覧できることを広く周知し、また美術館及

び猪熊弦一郎に接する機会を増してもらい、芸術に親しむ心を育むため、平成11年7月より

パスポー トを発行、配布した。

期間 毎年7月1日から 1年間有効

対象 市内保育所、幼稚園年長児

市内小中学生全員

高校生以下の来館者で希望した人

ミモカキッズバスボート

来館時にパスポートを提示すると裏面にスタンプが押印され、 1年間に 9回スタンプが押されると対話彫刻キット

（オブジェを作成する材料キット）か、ポストカードを渡す。2010年7月からはプレゼントを変更し、来館時に押さ

れるスタンプを 5個集めるとオリジナル缶バッジ、また10個集めると対話彫刻キット入りオリジナルバッグを渡す。

ミモカキッズパスポート年間利用者数

2009年4月～2011年3月

2009年度

展 覧 会 名

猪熊弦一郎展 oxox 
MIMOCA'S EYE vol. 2 小金沢健人展

色彩の詩人一脇田和

常設展「猪熊弦一郎展」

ダブル ・ファンタジー ：韓国現代美術展

常設展 「猪熊弦一郎展」

昭和写真の1945-1989

猪熊弦一郎展 色いろいろ

Focus 3 高嶺格：スーパーキャパシターズ

2010年度

展 覧 会 名

ミカタノミカター絵を楽しむ11のヒント

常設展「猪熊弦一郎展」

SickeTelーキュピキュピと石橋義正

常設展「猪熊弦一郎展」

杉本博司 アートの起源 I科学

杉本博司 アートの起源 I建築

4/1 

4 /11 ~ 6 /28 

6 /29-7 / 5 

7 / 12~ 10/12 

10/ 13 ~ 10/18 

10/ 25 ~ 10/ 1 /11 

1 / 24 ~ 3 /31 

計

4 / 10~ 7 / 4 

7 I 5 -7 /11 

7 / 18~ 11/ 3 

11/ 4 ~ 11/ 7 

11/21 ~ 11/ 2 /20 

3 I 6 ~ 3 /31 

計
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幼・保 小学生 中学生 高校生 小計

゜゜゜゜ ゜3 10 1 

゜
14 

6 20 2 

゜
28 

39 192 11 

゜
242 

゜
6 

゜゜
6 

8 19 

゜
2 29 

42 28 4 

゜
74 

98 275 18 2 393 

幼・保 小学生 中学生 高校生 小計

4 30 

゜゜
34 

゜゜゜゜ ゜19 355 30 

゜
404 

゜゜゜゜ ゜23 59 4 

゜
86 

12 42 1 

゜
55 

58 486 35 

゜
579 





I本の庭。 入場者数 726人

日

会

時 2010年5月3日（月・祝）、4日（火・祝） 12時～16時

場 1階ゲートプラザ

入場料 無料

企画協力 株式会社ブルーマーク

主 催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振興財団、

丸亀市立中央図書館

Iチャンチキトルネエド フリーライブ
日時 2010年8月12日（木） 16時00分～16時30分

会 場 2階カスケードプラザ、 1階ゲートプラザ他

出演者チャンチキ トルネエド

主 催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振興財団

入場者数 210人

I瀬戸内国際芸術祭2010連携事業 SWJOジャズコンサート 入場者数 150人

日

会

時 2010年9月18日（土） 15時～16時

場 1階ゲー トプラザ

出演者 SWJO

入場料 無料

主 催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振興財団

I瀬戸内国際芸術祭2010連携事業 ダンスプレビュー「はじめましてまたこんど」 1 入場者数 110人

日時 2010年10月16日（土） 14時～14時30分

会 場 1階ゲー トプラザ

出演者 港大尋（音楽） 青木尚哉 （ダンス） ほかダンサー10名

入場料 無料

主 催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振興財団

I平成22年度新春年賀版画・絵手紙展
日時 2011年 1月15日（土）～ 1月21日（金）

会 場 2階造形スタジオ

入場料 無料

主 催丸亀市造形教育研究会

共 催丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振興財団

］入場者数 2,971人
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Iカフェレスト MIMOCAライブイベント SKY vol. 9 
日時 2009年5月5日（火 ・祝） 18時30分～21時30分

会 場 3階カフェレスト MIMOCA、カスケードプラザ

出演者 LIVE:キセル DJ :角張渉（カクバリズム）
入場料 当日3,500円、前売り3,000円 （共に 1ドリンク付）

主 催株式会社ブルーマーク 、丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、

財団法人ミモカ美術振興財団

Iカフェレスト MIMOCAライブイベント SKY vol.10 
日時 2009年9月5日（土） 18時30分～21時30分

会 場 3階カフェレスト MIMOCA、カスケードプラザ

出演者 LIVE:チャンチキ トルネエド D J : Takashi FUJITA (TurnTable Jazz) 
入場料 当日3,000円、前売り2,500円 （共に 1ドリ ンク付）

主 催 株式会社ブルーマーク、丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、

財団法人ミモカ美術振興財団

入場者数 216人

入場者数 148人

Iカフェレス トMIMOCAライブイベント SKY vol.11 I 入場者数 101人

日時 2009年12月19日（土） 18時30分～21時30分

会 場 3階カフェレス トMIMOCA

出演者 LIVE: TICA、rafflesia D J : Hiroyuki Toyoshima 
入場料 当日3,500円、前売り3,000円 （共に 1ドリ ンク付）

主 催 株式会社ブルーマーク 、丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、

財団法人ミモカ美術振興財団

Iカフェレス トMIMOCAフイフイベント SKY vol.12 
日時 2010年5月2日（日） 18時30分～21時30分

会 場 3階カフェレス トMIMOCA

出演者 LIVE:ポート・オブ・ノーツ D J : Toshi (Pepe California/Bluemark) 
入場料 当日3,500円、前売り3,000円 （共に 1ドリ ンク付）

主 催株式会社ブルーマーク 、丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、

財団法人ミモカ美術振興財団

Iカフェレスト MIMOCAライブイベント SKY vol.13 
日時 2010年12月4日（土） 18時30分～21時30分

会 場 3階カ フェ レス トMIMOCA

出演者 LIVE:青柳拓治 D J : Mao YAMAZAKI (AKI CHI RECORDS/ gm projects) 
入場料 当日3,500円、前売り3,000円 （共に 1ドリ ンク付）

主 催 株式会社ブルーマーク、丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、

財団法人ミモカ美術振興財団
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入場者数 80人



［現代芸術入門講座 vol. 9 -1 

日時 2010年1月10日（日） 14時～16時

会 場 2階ミュージアムホール

テ ー マ地域と現代美術

講 師 増田敬ー（香川県瀬戸内国際芸術祭推進室）

金廣有希子（財団法人直島福武美術館財団）

中田耕市 （財団法人ミモカ美術振興財団）

受講料 無料

主 催 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術振興財団
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V 刊行物一覧

v - l 当館発行

2009年
（平成21年6月）

MIMOCA'S EYE vol. 2 小金沢健人展動物的

内 容 ごあいさつ／小金沢健人「動物的」 ／作品図版／掲

載作品 リスト／白坂ゆり「動物と電気」 ／クリスト

フ・ドズヴァルト「焦点なき世界に見出された誤

謬」／中田耕市「観察記」／略歴／主な参考文献

編 集菊池敦己 （ブルーマーク）、小金沢健人、中田耕市

翻 訳 ブライアン ・アムスタッツ、松浦直美、 中田耕市

仕 様 A4変型 112ページ

デザイン 菊池敦己

プリンティングディレクション 落合崇

印 刷 グラフ株式会社

発 行丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術

振興財団

発行部数 1,100部

価格 2,500円

2010年
（平成22年 1月） GI」[N¥  O K UMA 

溢

猪熊弦一郎展 色いろいろ

内 容松村円「猪熊弦一郎の作品と色の構成」 ／年譜／作

品リスト

編 集松村円

仕 様 A4 6ページ

デザイン 川村哲司 (atmosphereltd.) 

印 刷 平和写真印刷株式会社

発 行丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術

振興財団

発行部数 1,100部

価格 無料
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2010年
（平成22年1月）

oo
灸

Tadasu Takamine: The SUPERCAPACITOR滋

Focus 3 高嶺格：スーパーキャパシターズ

内 容 スーパーキャパシタとは／電力の歴史／ごあいさつ

／新見永治「着いたー。丸亀だ。」／図版／岩川洋

成「現代マジメ論」 ／対談 高嶺格x石田克英／古
野華奈子 「スーパーキャパシターズ展で、風穴は開

いたのか」／出品作品 リスト／略歴／謝辞

編 集 高嶺格、古野華奈子

翻 訳 スタン ・アンダソン

仕 様 A4変型 116ページ

デザイン 江村耕市

印 刷 平和写真印刷株式会社

発 行丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術

振興財団

発行部数 1,100部

価格 2,300円

2010年
（平成22年3月）

ミカタのミカタ 絵を楽しむ11のヒント

内 容 古野華奈子「ヒン トのタネあかし」／作品リスト ／

ミわり 河内田絵美「丸亀市猪熊弦一郎現代美術館での鑑賞， に関する教育普及活動について」／増田真理子「学

ミカ勺 校との連携と鑑賞教材開発への取り組み」

不絵11HIN1'思を議秦のlloク,むEネNJ11OをYINの胄ヒてGソARTよトう 編 集 河内田絵美、増田真理子、林理恵
笠．丑王：~.— 仕 様 A4 6ページ

デザイン 大岡寛典

印 刷 大岡寛典事務所

発 行丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術

＾ 
振興財団

発行部数 500部

価 格 無料

2010年
（平成22年3月）

SickeTel ーキュピキュピと石橋義正一

内 容 ごあいさつ／図版SickeTelシッケテルーキュピキ

ュピと石橋義正ー／小吹隆文「キュピキュピと石橋

義正さんについての個人的覚え書き」／小崎哲哉

「イケてる大人の『SickeTel』、あるいは水を得た

魚たち」／作品アーカイヴ 2010年→1997年／前田

圭蔵「キュピキュピ～謎の女B」／中田耕市 「生々

しさを喚起する装置としての『SickeTel』」／略歴／

出品作品リスト

編 集 キュピキュピ、中田耕市

翻 訳 ブライアン ・アムスタ ッツ

仕 様 A4変型 96ページ

アート・ディレクション＆デザイン 江村耕市

印 刷和光印刷株式会社

発 行丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術

振興財団

発行部数 750部

価格 2,000円
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2011年
（平成23年1月）

杉本博司アートの起源科学
'" •I• S "''" >A, NS OF'，RT S、9C99

＾ 

杉本博司

内 容

編集

仕様

デザイン

印刷

発行

発行部数

価格

アートの起源 l科学 ハンドアウト

杉本博司「アー トの起源」 ／杉本博司「冬 科学」

「放電場」「偏光色」／古野華奈子「作品解説」 ／

略歴

古野華奈子

A4 4ページ

近藤一弥

株式会社オノウエ印刷

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人ミモカ美術

振興財団

4,000部

無料

2011年
（平成23年3月）

杉本博司 アートの起源 I建築 ハンドアウト

内 容

杉本博司アートの起源l建築
t';s, ．，9999 9, 0f lGlN : 01,;RT A9C ̀9t9,c•9 』 •9.

.:'9,．-・ • ●.........;.. 

‘‘ 

編 集

仕様

デザイン

印刷

発行

発行部数

価格

杉本博司「アー トの起源」／杉本博司 「春 建築」

「反重力構造」「建築」／中田耕市「作品解説」 ／

略歴

中田耕市

A4 4ページ

近藤一弥

株式会社オノウエ印刷

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、公益財団法人ミモカ

美術振興財団

4,000部

無料

V - 11 その他関連刊行物

2007年
（平成19年4月）

昭和の風景

内 容
東
京
都
写
真
美
術
館
編

令
ぐ↓ • ••

編

仕

印

発

価

集

様

刷

行

格

金子隆一 「戦後写真小史 『昭和』をとらえた写真

家たち」／第 1部 オキュパイド・ジャパン （占領

下の日本） 昭和20年代／第2部 ヒーロー・ヒロ

インの時代昭和30・ 40年代パー ト1／第3部高

度成長期昭和30・ 40年代パート 2／第4部オイ

ルショックからバブルヘ 昭和50年代以降／あとが

き／関連写真集リスト

東京都写真美術館

A 5 208ページ

凸版印刷株式会社

株式会社新潮社

2,000円
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2009年
（平成21年4月）

2009年
（平成21年7月）

DOUBLE FANTASY 
—Korean Contemporary Ari 

NOW.I、Ill環代費術の、ヒ繍

色彩の詩人一脇田和

内 容 ごあいさつ／作品図版／松村円「絵画に導かれて描

く」／年譜 （濱田千里編）／文献目録 （石山公子編）

／作品 リス ト

編 集 石山公子 （呉市立美術館）、濱田千里 （川越市立美

術館）、福士理、松村円 （丸亀市猪熊弦一郎現代美

術館、財団法人ミモカ美術振興財団）

編集協力 石嶋亜希子 （脇田美術館）

仕 様 A4変型 128ページ

デザイン 池田進吾

印 刷 光村印刷株式会社

発 行 美術館連絡協議会

価格 1,800円

ダブル・ファンタジー：韓国現代美術展

内 容 ごあいさつ／北澤ひろみ「ダブル ・ファンタジー」

／キム ・ホンヒ「1990年代末以降の韓国美術 ：オル

タナティブ ・スペースの出現、新世代アーテ ィス ト

の登場、そして輯国美術の地殻変動」／作家解説 ・

略歴／出品作品 リス ト

編 集 竹井正和、網野奈央、増田知香 （フォ イル）、北澤

ひろみ （ナンジョウ アンド アソシェイツ）、古

野華奈子 （丸亀市猪熊弦一郎現代美術館、財団法人

ミモカ美術振興財団）

翻 訳 スタン ・アンダソン、イ ・グォンホ、寺澤春子、パ

ク ・ジスン

仕 様 B5変型 120ページ

アートディレクション 下田理恵 (da.)

印 刷 アベイズム株式会社

発 行 有限会社フォイル

価格 2,100円
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皿 教育普及事業

vi美術図書室利川状況

2009年度 （平成21年度）

月 入室者 累 計 日数 平均

2009年 4月 158 158 25 6 

5月 194 352 31 6 

6月 208 560 30 7 

7月 256 816 26 10 

8月 448 1,264 31 14 

9月 352 1,616 30 12 

10月 148 1,764 25 6 

11月 433 2,197 30 14 

12月 128 2,325 24 5 

2010年 1月 183 2,508 19 10 

2月 181 2,689 28 6 

3月 242 2,931 30 8 

329日 2,931人 （平均 9人）

2010年度 （平成22年度）

月 入室者 累 計 日数 平均

2010年 4月 96 96 21 5 

5月 230 326 31 7 

6月 169 495 30 6 

7月 210 705 25 8 

8月 449 1,154 31 14 

9月 404 1,558 30 13 

10月 338 1,896 31 11 

11月 1,057 2,953 18 59 

12月 153 3,106 24 6 

2011年 1月 275 3,381 31 ， 
2月 181 3,562 20 ， 
3月 284 3,846 26 11 

318日 3,846人 （平均 12人）
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W請作品整理・管理
•1 
貸川し

作品名 制作年 材 質 貸出先 貸出期間 展覧会名等

2009年度（平成21年度）

顔31 「日本の美術館名 品

東京都美術館、 美 2009. 4.16 
展」

1989 アクリ）レ ・カンヴァス
術館連絡協議会 ~ 7.19 

会期：2009.4 25~ 

2009. 7 5 

会場：東京都美術館

長江埠の子供達 1941 油彩 ・カンヴァス 「近代の東アジアイメ

五月二十七日写
ージ一 日本近代美術は

長江埠難民子供
1941 インク ・紙 2009. 9. 30 どうアジアを描いてき

豊田市美術館 ～ たか」
五月二十八日写

1941 インク ・紙 2010. 1. 7 会期：2009.10. 10~ 
應城南門ニテ

2009.12.27 

六月二十三日写 紫金山 1941 インク ・紙 会場：豊田市美術館

2010年度（平成22年度）

題名不明 1911頃 インク ・紙

題名不明 1911頃 鉛箪 ・紙

題名不明 1912頃 インク ・紙

題名不明 1912頃 インク ・紙

題名不明 1912頃 鉛筆、水彩 ・紙

題名不明 1912頃 鉛筆、水彩 ・紙

題名不明 1913頃 インク ・紙

題名不明 1913頃 インク ・紙

自画像 1921 油彩 ・カンヴァス 「猪熊弦一郎展いの く

自画像 1924 墨、パステル ・紙 公益財団法人 2010. 4. 1 
まさん」

自画像 1924 墨、パステル ・紙 東京オペラシティ ～ 
会期：2010.4 10~ 

文化財団 2010. 7. 9 
2010. 7 4 

自画像 1925 油彩 ・カンヴァ ス 会場：東京オペラシティアートギ

s君の像 1939 油彩 ・カンヴァス ャラリー

サクランボ 1939 油彩 ・カ ンヴァス

猫達 1953 油彩 ・カンヴァス

題名不明 1954 油彩 ・カンヴァ ス

題名不明 1954 ミクス トメデイア

題名不明 1954頃 油彩 ・カ ンヴァ ス

道 1964 油彩 ・カンヴァ ス

桃色の地図 1966 アク リル・カンヴァス

The City (Green No. 1) 1968 アク リ）レ ・カンヴァス
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作品名 制作年 材 質 貸出先 貸出期間 展覧会名等

2010年度（平成22年度）

驚く 可き風景 (A) 1969 アクリル ・カ ンヴァス

自画像 1970 インク ・紙

風景 1972 アクリル・カンヴァス

題名不明 1974 アク リル、 鉛箪 ・紙

ニューヨーク九十五丁目の
1979 アク リル・カンヴァス

矢じるし

自由の住む都市 1980 アクリル ・カンヴァス

宇宙は機械の運動場No.l 1981 アクリル ・カンヴァス

スペース都市 C 1982 アクリル ・カンヴァス

面白い仲間 1982 アクリル ・紙

構造と遊び 1982 アクリル ・紙

星座からの返信 1983 アクリル ・カンヴァス

子供と発見 1984 アクリル・カンヴァス

緑の太陽と煙 1984 アクリル・紙

題名不明 1985 インク・紙

題名不明 1985 インク・紙

題名不明 1985 インク・紙

題名不明 1985 インク ・紙

題名不明 1985 インク ・紙

題名不明 1985 インク ・紙 「猪熊弦一郎展いのく

題名不明 1985 インク ・紙 公益財団法人 2010. 4. 1 
まさん」

題名不明 1985 インク ・紙 東京オペラシティ ～ 
会期：2010.4 10~ 

1985頃 インク ・紙 文化財団 2010. 7. 9 
2010. 7 4 

題名不明
会場：東京オペラシティアートギ

明るい集落 1986 アクリル ・カンヴァス ャラリー

バー ドライフ 1986 アクリ］レ，箭籠， Jうージュ・紐；

題名不明 1986 インク ・紙

題名不明 1986 鉛箪 ・紙

金環食 1987 アクリル ・カ ンヴァス

題名不明 1987 インク ・紙

題名不明 1988 アク リル・紙

題名不明 1988 パステル ・紙

顔25 1988 インク ・紙

顔15 1989 アクリル ・カンヴァス

顔35 1989 アクリル ・カンヴァス

顔80 1989 アクリル ・カンヴァス

Faces 80 1989 アクリル ・カンヴァス

帰る太陽のもとへ 1989 アクリル ・紙

顔9 1989 アクリル、鉛箪 ・紙

題名不明 1989 パステル ・紙

題名不明 1989 パステル ・紙

題名不明 1989 インク ・紙

題名不明 1989 インク・紙

題名不明 1989 インク ・紙
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作品名 制作年 材 質 貸出先 貸出期間 展覧会名等

2010年度（平成22年度）

題名不明 1989 鉛箪 ・紙

題名不明 1990 アク リル ・紙

ムロp日日 1990 インク、鉛筆 ・紙

題名不明 1990 インク、鉛筆 ・紙

鳥達の隣人 1990 鉛筆 ・紙

宇宙都市休日 1991 アク リル・カンヴァス

顔2猫2鳥8 1991 アクリ）レ ・カンヴァス

草 1991 アク リル ・紙

Love BiJ・ds 1991 アク リル ・紙

題名不明 1991 アクリ）V、インク、コうージュ，氣

題名不明 1991 鉛筆 ・紙

題名不明 1991頃 パステル ・紙

顔ブルーの中 1992 アクリ）レ • 発砲スチロ ー ）レ

顔青 1992 アクリル ・カンヴァス

頗バック緑 1992 アクリル ・カンヴァス

顔11(K) 1992 アクリル ・カンヴァス

題名不明 1992 アク リル・カンヴァス 「猪熊弦一郎展いのく

題名不明 1992 アク リル ・紙 公益財団法人 2010. 4. 1 
まさん」

題名不明 1992 アク リル ・紙 東京オペラシティ ～ 
会期：2010.4 10~ 

文化財団 2010. 7. 9 
2010. 7 4 

題名不明 1992 アクリル ・紙 会場：東京オペラシティアートギ

題名不明 1992 アクリ）レ、インク ・紙 ャラリー

題名不明 1992 鉛筆 ・紙

題名不明 1992 鉛筆 ・紙

題名不明 1992 鉛筆、 コンテ ・紙

題名不明 1992頃 パステル ・紙

題名不明 1993 アクリル、鉛箪 ・紙

鶏と鳥達 1993 鉛筆 ・紙

題名不明 1993 鉛筆 ・紙

自画像 制作年不明 インク ・紙

自画像 制作年不明 インク ・紙

題名不明 制作年不明 インク ・紙

題名不明 制作年不明 インク ・紙

題名不明 制作年不明 インク ・紙

題名不明 制作年不明 鉛筆 ・紙

対話彫刻 30点 ミクス トメデイア

猪熊弦一郎のコレクション
1990 鉛筆 ・紙

より 115点
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＞
 

その他事業

iミュージアムショップ

ミュージアムショップは 1階エン トランスホールに設

けられている。商品は全てオリジナルであり、当初猪熊

弦一郎自らグッズ製作に携わった。猪熊の「街では売っ

てないもの、美術館だからあるもの」を提供するという

姿勢を受け継ぎ、作品をもとにした商品を新しく開発し

ている。

■卓上カレンダー
毎年テーマを決めて、猪熊弦一郎作品を各月の図版に

選び好評を得ている。2010年度版では「猫」を、 2011年

度版では「手」をモチーフにした作品12点を紹介した。

2010年卓上カレンダー

価格 1,000円 （税込）

サイズ 143X 120閾 上部 リング止め、ハンガー付

2011年卓上カレンダー

価格 1,000円 （税込）

サイズ 208X 120nun 上部リング止め、ハンガー付

■ポストカード
2010年度、 2011年度は 2枚のポス トカードを新たに製

作した。

2010年度ポストカード

＜＜題名不明＞＞ 年代不明

価格 105円 （税込）

2011年度ポストカード

＜＜題名不明＞＞ 1912頃

価格 105円 （税込）

2010年卓上カレンダー

2011年卓上カレンダー

t t; 
i 

>
響‘̀＼
2010年度ポストカード

2011年度ポストカード
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＞
 

その他事業

・1・1 カフェ

カフェレス ト・ ミモカは、 2006年3月まで財団法人ミ

モカ美術振興財団の直営であったが、 2006年4月より株

式会社ブルーマークに営業委託することとなった。1998

年から始まった展覧会毎の特別メニューは引き続き提供

され、来館者の好評を博している。

2009年度

「色彩の詩人一脇田和」

■トリドリ
カラメルバナナのムースと

ラムレーズンのアイスにラングドシャ

「ダブル ・ファンタジー ：輯国現代美術展」

■トリプル・ファンタジ一
よもぎのマフィン、豆乳アイス、さつまあん

「昭和写真の1945-1989」

■フォトグラフ
タルトタタン、フロマージュブラン、

チョコレートタルト、モカアイス

「猪熊弦一郎展色いろいろ」

■色いろパフェ
チョコレートケーキ、カシスアイスクリーム、

動物ク ッキー

「Focus3 高嶺格：スーパーキャパシターズ」

■キャパシタ RC
抹茶のロールケーキ あずき入り

■ゆきことまりこ
チョコチ ップスコーン

撮影：藤田一浩

2010年度

「ミカタノミカター絵を楽しむ11のヒン ト」

■タネと実と花
松の実のタルト、

オレンジの‘ノースのチーズケーキ

「SickeTelーキュピキュピと石橋義正」

■つややか
アニス風味のアイスと

タピオカとココナッツミルクのソース

■きらめき
ブルーのゼリーとグレープフルーツのゼリー

■ブラ ックカレー
イカスミのカレー

「杉本博司 アー トの起涜」

■五輪糖とほうじ茶オレ
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VII 組織図
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〈評議員会〉
名ー卜
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疇
虞

[[
 

,̀‘ 

匠
14名

相談役 高階秀爾 学識経験者 荒井 茂雄 新制作協会会員

理 事 橋本 升白 丸亀市文化協会会長 日野 明世 学識経験者

島 川 修治 丸亀商工会議所役貝 東 山 正章 学識経験者 （館長兼副理事長）

小佐古公士 学識経験者 赤澤 達（ナ与 学識経験者 （理事長）

山地 洋子 学識経験者 山 本 一清 丸亀市教育委員会教育部長

臣rmと 事 後藤 修 学識経験者 小野 敏夫 学識経験者

評議員 香 川 力ヽ 学識経験者 川 松 美 智子 学識経験者

佐藤知恵子 丸亀市婦人団体連絡協議会会長 山崎 洋子 学識経験者

羽場 一喜 学識経験者 川 崎 展子 学識経験者

岩澤 一朗 丸亀市小学校研究会図工美術造形部会代表 亀井敬子 学識経験者

長尾 彩子 丸亀市幼稚園長会会長 塩 田 等 学識経験者

前田 周治 丸亀市観光協会 藤田 秀光 丸亀市教育委員会文化課長

杉尾 英 美 丸亀TMO推進協識会委員長 池田 清史 学識経験者

〔2010年3月31日現在〕
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2010年度 （平成22年度）
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冥
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讐冒
[
鴨

《評議員会》

嗜

相 談役高階 秀爾学識経験者 荒井 茂雄 新制作協会会員

理 事橋本 昇 丸亀市文化協会会長 日野 明世 学識経験者

島 川 修治 丸亀商工会議所役員 真鍋 順穂 学識経験者（館長兼常務理事）

小佐古公士 学識経験者 赤澤 ｛`‘旱’ 学識経験者（理事長／代表理事）

山地 洋子 学識経験者 山 本 一清 丸亀市教育委員会教育部長 （副理事長／専務理事）

監 事 後藤 修 学識経験者 立岡 光顕 学識経験者

評議 員 香川 宏 学識経験者 川 松 美智子 学識経験者

佐藤知恵子 丸亀市婦人団体連絡協隈会会長 山 崎 洋子 学識経験者

羽場 一喜 学識経験者 川 崎展子 学識経験者

岩澤 一朗 丸亀市小学校研究会区1工 美術造形部会代表 亀井敬子 学識経験者

長尾 彩子 丸亀市幼稚園長会会長 塩田 等 学識経験者

池田 清史 学識経験者 宮浦 敬子 丸亀市教育委員会文化課長

※平成23年2月1日の公益財団法人への移行に伴い、理事長は代表理事に、副理事長は専務理事に名称を変更した。

〔2011年3月31日現在〕
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IX 

開館時間

休館日

観覧料

交通案内

利用案内

午前10時～午後6時 （入館は 5時30分まで）

年末12月25日～31日、他に展示替えのための臨時休館 （会期中無休）

常設展 一 般 300円（団体240円）
大学生 200円 （団体160円）

特別展 その都度料金設定

無料 高校生以下または18歳未満、丸亀市内に在住の65歳以上・各種

障害者手帳をお持ちの方

割引 20名以上の団体 2割引

□新幹線を利用する場合
東京～岡山約 3時間
①特急を利用の場合

岡山～丸亀 特急約40分
②マリンライナー （坂出乗換）を利用の場合

岡山～坂出 マリンライナー約40分
坂出～丸亀 普通約10分
JR丸亀駅から徒歩約 1分

口飛行機を利用する場合

東京～高松空港 約 1時間
①空港からタクシーを利用の場合 約40分

②空港からバス、高松から JR利用の場合 バス 約40分
電車（快速）約30分

□高速道路を利用する場合
岡山～瀬戸中央自動車道 坂出北 ICから約10分

松山から 松山 ・高松自動車道 善通寺 ICから約15分

高知から 高知 ・高松自動車道 善通寺 ICから約15分

徳島から 高松自動車道坂出ICから約15分

駐車場◆JR丸亀駅前地下駐車場を利用 (1時間無料）
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